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文　唐澤 剛

２
０
２
４
年
４
月
24
日
に
民
間
の
有
識

者
で
構
成
さ
れ
る
「
人
口
戦
略
会
議
（
三

村
明
夫
議
長
、
増
田
寛
也
副
議
長
）」
の
報

告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
書
の
タ

イ
ト
ル
は
、「
令
和
６
年
・
地
方
自
治
体
『
持

続
可
能
性
』
分
析
レ
ポ
ー
ト
―
新
た
な
地

域
別
将
来
推
計
人
口
か
ら
分
か
る
自
治
体

の
実
情
と
課
題
―
」
で
す
。

２
０
１
４
年
５
月
に
日
本
創
成
会
議

（
増
田
寛
也
座
長
）
が
、
８
９
６
市
町
村

の
消
滅
可
能
性
都
市
リ
ス
ト
を
発
表
し
ま

し
た
が
、
こ
の
時
は
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
４
０
年
を
展
望
し
た
報
告
書
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
最

新
の
地
域
別
将
来
人
口
推
計
に
基
づ
き
、

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
を
展
望
す

る
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
の
分
析
は
、
日
本
の
地
域

別
来
推
計
人
口
に
お
け
る
20
～
39
歳
の
若

年
女
性
人
口
の
将
来
動
向
に
着
目
し
た
も

の
で
し
た
。
若
年
女
性
人
口
が
減
少
し
て

い
く
と
、
出
生
数
は
低
下
を
続
け
、
総

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
考
え
る

と
、
若
年
女
性
人
口
が
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
４
０
年
ま
で
の
30
年
間
で
50
％
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
で
急
減
す
る
地
域
で
は
、
70

年
後
に
は
２
割
に
、
１
０
０
年
後
に
は
１

割
程
度
に
ま
で
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

こ
の
よ
う
な
８
９
６
市
町
村
を
消
滅
可
能

性
自
治
体
と
定
義
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
分
析
結
果
は
、
全
国
の
自
治
体
に

衝
撃
を
与
え
、
我
が
国
全
体
で
も
、
東
京

一
極
集
中
の
是
正
と
地
方
創
生
が
対
処
す

べ
き
喫
緊
の
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
担
当
し
た
内
閣

官
房
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
も
、

こ
の
議
論
を
背
景
と
し
て
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

前
回
の
消
滅
可
能
性
自
治
体
の
中
に
は
、

東
京
23
区
の
豊
島
区
も
含
ま
れ
て
い
て
大

い
に
物
議
を
か
も
し
ま
し
た
。
た
だ
、
豊

島
区
に
つ
い
て
は
、推
計
を
す
る
上
で
デ
ー

タ
の
基
準
と
な
る
年
に
、
た
ま
た
ま
若
年

女
性
の
人
口
流
出
が
多
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
お
り
、
豊
島
区

の
そ
の
後
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
対
す

る
取
組
み
は
敬
服
に
値
す
る
も
の
で
し
た
。

今
回
の
報
告
書
で
も
、
若
年
女
性
人
口

が
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
の

30
年
間
で
50
％
以
上
減
少
す
る
７
４
４
自

治
体
を
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
今
回
は
、
各
自
治
体
が
深
刻

な
人
口
減
少
を
回
避
す
る
に
は
い
か
な
る

対
策
を
講
ず
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
か
ら

の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
分
析
が
行
わ
れ
た
理
由
は
、

前
回
の
分
析
以
降
、
各
自
治
体
の
人
口
減

少
対
策
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
人
口
流

出
の
是
正
と
い
う
社
会
減
対
策
に
重
点
が

置
か
れ
過
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
か
ら

で
す
。
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
は
是
正
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
若
年

人
口
を
近
隣
自
治
体
間
で
奪
い
合
う
か
の

よ
う
な
状
況
も
見
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
報

告
書
で
は
、
こ
う
し
た
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
結
果
と
し
て
出

生
率
向
上
に
結
び
つ
く
わ
け
で
な
く
、
日

本
全
体
の
人
口
減
少
の
基
調
を
変
え
て
い

く
効
果
は
乏
し
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
報
告
書
の
詳
し
い
内
容
を
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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